
古琵琶湖層の
丘陵地の自然

第
17
回

甲賀市の大切な自然パートⅡ
～ 甲賀市内の大切な自然が存在する地域について紹介します ～

2日㈪、 9日㈪、 16日㈪、 23日㈪、 30日㈪
3月の休園日

 みなくち子どもの森自然館
☎ 63-6712　  63-0466
問い合わせ

ハルリンドウ

ナゴヤダルマガエル

 農業振興課　鳥獣害対策係　☎ 65-0734　  63-4592問い合わせ

●
追
い
払
い
道
具

　

ロ
ケ
ッ
ト
花
火
、エ
ア
ガ
ン

等
を
主
に
使
用
し
ま
す
。

　

市
で
は
農
事（
業
）改
良
組

合
等
へ
エ
ア
ガ
ン
の
貸
し
出

し
や
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
の
支
給

を
行
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、ロ

ケ
ッ
ト
花
火
用
の
サ
ル
鉄
砲

の
作
成
方
法
に
つ
い
て
の
説

明
書
の
配
布
や
研
修
会
も
実

施
し
て
い
ま
す
。

●
追
い
払
い
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
出
没
し
た
ら
必
ず
行
う

　

サ
ル
に
対
し
、「
集
落
は
危
険

な
場
所
だ
」と
学
習
さ
せ
る
た

め
に
必
ず
行
う
こ
と
が
重
要
で

す
。

②
徹
底
し
た
追
い
払
い

　

サ
ル
が
ま
だ
集
落
や
農
地

に
い
る
の
に
、追
い
払
い
を
や

め
て
し
ま
っ
た
り
、山
に
入
っ

た
ら
、す
ぐ
に
や
め
て
し
ま
う

等
不
十
分
な
追
い
払
い
を
行
う

と
、人
慣
れ
が
進
む
こ
と
が
あ

る
の
で
、徹
底
し
て
行
う
こ
と

が
重
要
で
す
。

③
集
落
全
体
で
協
力
す
る

　

サ
ル
の
数
が
多
い
場
合
、少

人
数
で
は
追
い
払
い
が
難
し
い

の
で
、な
る
べ
く
集
落
全
体
で

実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

④
ロ
ケ
ッ
ト
花
火
や
エ
ア
ガ
ン

は
対
象
獣
に
向
か
っ
て
撃
つ

　

対
象
獣
に
向
か
っ
て
撃
た
な

け
れ
ば
、危
機
感
を
与
え
る
こ

と
が
で
き
ず
、効
果
は
あ
り
ま

せ
ん
。対
象
獣
に
向
か
っ
て
撃

つ
こ
と
が
重
要
で
す
。

※
使
用
に
当
た
っ
て
は
、周
辺

の
安
全
確
認
を
必
ず
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

今回は防除対策の一つである「追い払い」
について紹介します。鳥獣害対策ニュース 17No.

　甲賀市には、身近で日常的な自
然の中に、全国的に貴重な自然が
残っています。
　その代表例が、主に水口、甲南、
甲賀地域に広がる古琵琶湖層の
丘陵地の自然です。
　一見すると、どの地方にもある
里山の自然ですが、古琵琶湖の
粘土層が、特徴的な自然を作り
出しています。
　水を滞らせる粘土層は、年中
枯れない小さな湧き水や湿地を無数に産み出します。
ナゴヤダルマガエルやメダカなどの水生生物、小動物
の捕食者である猛

もうきん

禽のサシバなど希少な動物も健在
です。水田の畦や法面など湿った草地にもハルリンド
ウなど貴重な草花が咲きます。
　また粘土層からなる緩やかな地形は、人の手を入れ

やすく、日当たりの良い草地や荒地が
広く存在した地域です。近年は人の手
が入らなくなり数十年を経て、コナラ
の大木や笹薮が増えましたが、カヤネ
ズミやサ
サユリ
など、な
お 里 山
の草地の
生き物が
豊かです。

シ
カ
の
個
体
数
調
整
に
つ
い
て

　

農
林
業
被
害
の
軽
減
を
図

る
た
め
、昨
年
４
月
１
日
か
ら

11
月
14
日
ま
で
の
許
可
期
間

に
関
係
機
関
の
協
力
の
も
と

実
施
し
、５
０
４
頭
を
捕
獲
し

ま
し
た
。今
年
も
実
施
し
ま
す

の
で
、ご
理
解
、ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
捕
獲
期
間
中
は
ご
注
意
く

　

だ
さ
い

（
捕
獲
期
間
）

３
月
１
日
〜
11
月
14
日

　

追
い
払
い
と
は
、
農
地
や
集
落
に
出
没

す
る
野
生
鳥
獣
（
主
に
サ
ル
）
に
対
し
て
、

色
々
な
手
段
を
用
い
て
、
山
へ
追
い
払
う

こ
と
で
す
。
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